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第
5
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
再
生
保
護
と
少
年
非
行
」

鳥
取
県
保
護
観
察
所
米
子
駐
在
官
事
務
所

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　糸
田

　隆
さ
ん

　
「
更
生
保
護
」
と
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し

た
人
が
、
地
域
社
会
の
理
解
や
協
力
を
得
て

立
ち
直
り
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

支
え
る
活
動
で
す
。

　
社
会
復
帰
を
す
る
た
め
に
は
、
地
域
社
会

で
の
支
援
が
重
要
で
す
。
立
ち
直
り
を
支
え

る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
声
を
か
け
、
過

ち
を
悔
い
る
人
を
受
け
入
れ
、
立
ち
直
り
を

見
守
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
『
国
の
制
度
や
法
律
に

つ
い
て
具
体
的
に
話
し
て
い
た
だ
き
、
感
情

論
で
は
な
く
、
社
会
と
し
て
再
生
に
向
か
う

た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
、

ど
ん
な
制
度
が
あ
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
よ
か
っ
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
」

こ
と
が
人
権
へ
の
取
り
組

み
に
直
結
し
て
い
る
と
感

じ
、
自
分
は
何
が
で
き
る

か
し
っ
か
り
考
え
て
い
き

た
い
』
と
い
う
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

〇
第
７
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　高
齢
者
の
人
権
と
認
知
症
ケ
ア

「秋
色
の
ス
ワ
ッ
グ
｟壁
飾
り
｠
を
作
ろ
う
」

■
講
師

　後
藤
厚
見
さ
ん

■
日
時

　10
月
20
日
｟火
｠

　

 

　
　
　
　午
後
６
時
～
７
時
30
分

■
会
場

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

　先
着
10
名

■
参
加
費

　３
０
０
円
｟
材
料
費
｠

〇
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場

「１
０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ
」

■
日
時

　10
月
26
日
｟月
｠

　
 

　
　
　
　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
会
場

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切

　10
月
23
日
｟
金
｠

〇
行
政
・特
設
人
権
相
談
所

■
日
時

　10
月
９
日
｟金
｠

　

 

　
　
　
　午
前
９
時
～
正
午

■
会
場

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

■
相
談

　行
政
の
仕
事
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
人
権
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
相

談
に
つ
い
て
は
調
査
救
済
｟
法
務
局
対
応
｠
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
に
お
い
て
も
休

日
を
除
く
平
日
｟
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
｠
は
毎
日
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
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〇
弁
護
士
に
よ
る
相
談
日

■
日
時

　10
月
16
日
｟金
｠

　

 

　
　
　
　午
後
２
時
～
５
時

■
会
場

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　前
日
ま
で
に
人
権
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
鳥
取
県
弁
護
士

会
米
子
支
局
｟
電
話
0
8
5
9

-

2
3

-

5
7
1
0
｠

へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

土

い
と
だ

　
　た
か
し

ご
と
う

　あ
つ
み


